
かりや市議会だより平成２5年５月 1 日 第119号 （2）

一般会計の内訳  （　）内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉　 国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得
割交付金、地方消費税交付金、自動車税取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、
交通安全対策特別交付金

〈分担金、負担金などの内訳〉　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金
〈農業・商工業などの内訳〉　農林水産業費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費
（注）金額は百万円単位、割合は小数点以下第一位で四捨五入しているので、総額や割合と一致していない場合があります。
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会　計　名 本　年　度 前年度比較 伸び率

予算総額 748億1,000万円 11億4,100万円 1.5％

一般会計 473億円 ９億3,000万円 2.0％

特別会計 239億3,200万円 2億1,200万円 0.9％

小垣江駅東部
土地区画整理事業会計 2億7,100万円 ▲    3,400万円 ▲11.1％

野田北部
土地区画整理事業会計 2億  900万円     8,300万円 65.4％

下水道事業会計 44億7,000万円 ▲ 4億3,200万円 ▲ 8.8％

国民健康保険会計 115億6,500万円 2億7,600万円 2.4％

後期高齢者医療会計 12億7,300万円 5,600万円 4.6％

介護保険会計 61億4,500万円 2億6,300万円 4.5％

企業会計 35億7,800万円 ▲      100万円 ▲ 0.1％

水道事業会計 35億7,800万円 ▲      100万円 ▲ 0.1％

※百万円単位で四捨五入しています。

25年度予算の総額

　本市には一般会計のほか、特別会計が６会計と企業会計が１会計ありま
す。予算総額のうち、特別会計は２３９億３,２００万円で、３２.０％、企業会計は
３５億7,８００万円で４.８％を占めています。
　特別会計は、自治体が特定の事業を行う場合などに、一般会計から分離して
経理を行うものです。
　企業会計とは、株式会社等の民間企業と同様の会計方式により、経理を行い
ます。
　特に、水道事業の運営は、「地方公営企業」の一つであり、公営という面と
企業という面を持っているため、一般会計、特別会計とは別に、収支を計上し
ます。

土地区画整理事業……公共施設の整備改善と土地の利用増進を図り、健全な市
　街地の造成を目的としています。

〈小垣江駅東部地区〉施行面積　８１.7㌶
　　主な事業：建物等調査委託、整地工事（１,３４９平方㍍）、物件移転（１件）ほか
〈野田北部地区〉施行面積　４.４㌶
　　主な事業：画地確定測量委託、整地工事（２,１１7平方㍍）、物件移転（１件）ほか

下　水　道　事　業……家庭等の生活排水を適切に排除し、快適な生活環境を確
保するとともに、川や海の水質を保全し、自然環境を守
ります。また、雨水を速やかに排除し、浸水被害から住
民の安全を確保します。

国 民 健 康 保 険……相互扶助の精神にのっとり、保険加入者の医療費の負担
や、出産、葬祭に関わる費用を支給します。

後期高齢者医療……老後における健康の保持と医療の確保を図り、世代間の
負担を明確化することで、高齢者の福祉を増進します。

介　護　保　険……介護が必要になっても住み慣れた地域や自宅で、できる
だけ自立した生活を送ることができるよう、保健医療
サービス及び福祉サービスの保険給付等を行います。

　　　　　　　　　　要介護・要支援認定者が介護保険対象サービスを利用し
た際に費用の９割分を保険から給付します。また、要介
護・要支援状態になるおそれの高い方に予防事業を実施
します。

水　道　事　業……安全で良質な水道水を常時安心して使用できるよう万全
の体制を整えます。

　　　　　　　　　　給水戸数６１,９００戸、年間総給水量１８,１０２,０００立方㍍、１
日の平均給水量４９,６００立方㍍
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歴史に学び未来を紡ぐ安心充実予算
総額７４８億１千万円を可決
－予算審査特別委員会のあらまし－

福祉・子育て支援に
161億7,900万円
34.2％（1.6％↑）

住民税など
305億7,500万円
64.6％（1.5％↑）国・県からの支出金など

95億円
20.1％（0.6％↓）

道路建設、災害対策など
73億3,800万円
15.5％（1.8％↑）

教育・生涯学習に
72億3,100万円
15.3％（2.9％↑）

保健・衛生に
52億5,900万円
11.1％（1.3％↓）

住民登録・交通安全
などに
49億8,000万円
10.5％（14.1％↑）

福祉・子育て支援に
161億7,900万円
34.2％（1.6％↑）

住民税など
305億7,500万円
64.6％（1.5％↑）国・県からの支出金など

95億円
20.1％（0.6％↓）

分担金・負担金など
49億7,400万円
10.5％（14.2％↑）

給食費などの諸収入
19億3,400万円
4.1％（0.8％↑）

市債（借金）
3億1,700万円
0.7％（23.3％↓）

道路建設、災害対策などに
73億3,800万円
15.5％（1.8％↑）

教育・生涯学習に
72億3,100万円
15.3％（2.9％↑）

保健・衛生に
52億5,900万円
11.1％（1.3％↓）

住民登録・交通安全
などに
49億8,000万円
10.5％（14.1％↑）

借金の返済に
25億5,000万円
5.4％（0.5％↓）

議会運営に
4億2,600万円
0.9％（0.7％↑）

消防・防災に
14億2,700万円
3.0％（9.6％↓）

農業・商工業に
19億1,000万円
4.1％（2.0％↓）

歳　出
473億円

歳　入
473億円

特 別 会 計

企 業 会 計

特別会計と企業会計のあらまし
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平成25年度施政方針に見る主な事業　竹中良則  市長

施政方針演説を行う市長

　市民の皆様が“元気で幸せ”を実感できるまちづくりの実現に向けて、最小の経費で最大
の効果をあげることを念頭に、効率的で効果的な行財政運営を進めます。
（平成２₅年度主要事業の中から新規事業を中心に掲載。全ての主要事業は市のＨＰから参照できます。）

都市環境分野
　生活の質の維持・向上を目指し、都市と
自然が共存した魅力ある住みよいまちづく
りを推進します。

・刈谷駅南口の歩道を整備し、車両、自転車及び歩行者を分離した安
全な駅前空間を確保 ₂，０００万円

・名鉄富士松駅利用者の安全性及び利便性向上のため、線路西側に改
札口を新設 ₂億₉，₂₅１万円

・ＪＲ逢妻駅利用者の安全性及び利便性向上のため、エレベータ設置
にかかる詳細設計を実施 ₈₃₃万円

産業振興分野
　農業、商業、工業とバランスの取れた産業振
興を図り、誰もが笑顔で働けるように、賑わい
のある明るいまちづくりを推進します。
・中小企業の新製品、新技術開発を支援し、「ものづくりのまち刈
谷」の発展を促進 ₈₇１万円

・平成26年度に愛知県で開催される、第52回技能五輪全国大会のプレ
イベントを開催 ₉０６万円

・市の玄関口である刈谷駅周辺に、レンタサイクルの貸出しや銘菓の
販売等を行う観光案内所を設置 ₂，０１₉万円

福祉安全分野
　より良い保健・福祉サービスを提供するととも
に、災害や犯罪などへの安全性を高め、安心して
暮らせるまちづくりを推進します。

・社会福祉法人が行う、平成26年度開所予定の特別養護老人ホームの
施設整備に対して補助を実施 １，６₅０万円

・高齢者に対し、インフルエンザの予防接種に加えて肺炎球菌予防接
種費用の助成を実施 ₇，６０₃万円

・築40年が経過する富士松南保育園を、現園舎の北側に建て替えるた
めの設計を実施 ₂，０００万円

・公共施設に全国瞬時警報システムを接続するとともに、地震等の災
害発生時に、地元コミュニティＦＭから緊急情報を受信できる防災
ラジオを購入し販売 ₉００万円

・地域での犯罪発生の抑止のため、駅前広場及び市街地に防犯カメラ
を設置 ６₉０万円

・通学路に指定されている道路のうち、歩車道が分離されず危険な区
間にグリーン舗装を施工 １，₇００万円

計画推進分野
　市民と行政の信頼関係を深め、豊かで魅力あ
るまちの実現に向けて協働できるまちづくりを
推進します。

・地域コミュニティの絆づくりを目指し、地域活性化のための制度を
検討したり、モデル地区を選定し課題解決を支援するコーディネー
ターを派遣 ₃₈万円

・平成26年度からの一般旅券（パスポート）発行開始へ向け、執務室
の改修や備品を購入 ６₅₄万円

教育文化分野
　確かな学力の定着と豊かな人間性の育成をめ
ざした学校づくりや、学習する意欲と能力を養
い、生涯にわたって学習できる都市づくりを推
進します。

・中央児童館を科学体験館としてリニューアルするとともにプラネタ
リウムを更新（25年～26年度） ６億₉００万円

・児童の放課後の安心安全な居場所として、既存の６校に加え富士松
東小に放課後子ども教室を開設 １，₅₉₉万円

・ウェーブスタジアム刈谷の「陸上競技場第３種公認」を更新するた
め、施設や備品を整備 ₅，₉₉₈万円

　学校教育に期待されている、子どもたちの「生きる力」を育
むとともに、生涯学習の推進をはじめ、芸術文化、スポーツの
普及、振興など各種事業の開催や市民活動への支援を図ります。

・子どもの健全な育成を図るため、親や子ども等の総合的な相談
窓口として子ども相談センターを開設 ₂，₂₇₂万円

・通常学級に在籍する、発達障害のある子どもたちの学習をサ
ポートするための支援指導補助員を増員 ₂，₃₂₄万円

・老朽化した東刈谷小学校と刈谷南中学校の校舎を改造し、教育
環境を改善 ₄億₄，６６０万円

・アレルギー給食など、きめ細かな対応により安全で栄養豊かな
給食を提供 ６億₉，１₅６万円

学校教育の充実

・開館30周年を迎える美術館の記念企画展として、収蔵作品を紹介
するコレクション展や中
原淳一展、井上洋介展を
開催 ₅，₅６１万円

・刈谷偉人伝として、豊田
佐吉・喜一郎親子を紹介
し、顕彰するＤＶＤを作
成 ６₅₈万円

・第４回森三郎童話賞とし
て創作童話の全国募集や、
市内小中学生から森三郎
作品の読書感想文などを
募集 ₂₂₅万円

生きがいをもつ生涯学習都市づくり

教育行政方針（要旨） 太 田 武 司 教育長

生誕 ㆒00 周年記念　中原淳一展を開催
表紙原画（『ジュニアそれいゆ』第 ２4 号）
㆒⓽⓹8年©JUNICHI NAKAHARA/ひまわりや

刈谷城築城 480 年
　刈谷城築城480年と天

てん

誅
ちゅう

組
ぐみ

義
ぎ

挙
きょ

150年を
迎えることから「歴史のまち刈谷」として
様々な事業を実施します。

・刈谷城築城480年記念展やチビッコ甲
かっ

冑
ちゅう

行列、天誅組シンポジウム
など、記念事業を展開するとともに、家紋入り甲冑、のぼりなど啓
発物品を作製 ₃，₈００万円


